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淋
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し
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あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
粒
食
-
野
み
て
な

い
の
ほ
通
鰻
で
あ
る
｡
し
か
し
城
野
紺
の
ガ
は
邪
教
の
継
目
だ
か
ら
寄

倒
秘
柑
光
も
の
で
め
ス
こ
…

托
申
迄
も
な
い
=
と
で
あ
る
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絵
先
釈
放

私
う
け
ん
と
す
る
融
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で
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日
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鳩
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に
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催

て

州
放
茨
の
発
鼎
地
方
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銑
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人
文

獅
輝

北
劫

氏
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汁
四
日
牛
後

!
輝
､
節
何
例
愈
払
豚
漉
鈴

〓
満
額
女
撰
校

に
て

閥
食言

支
那
に
放
け
る
鉛
と
石
淡

粗
相

串
氏

二
､
五
耐
諦
め
の
呼
ぶ

澄
L日

劇

治
代

轍
的
托
ほ
で
､,
T(
の
訓
窓

に
述
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窓
月
数
嚢
､
克
.ii.
TT,
民

は
筑
地
刑
務

の
約
兆
か
プ

好

ソ
ト
に
て
紋
別
｡
さ
て
,Jの
変
知
地
租
拳
骨
の
.プ
-
ン

ト
に
い
か
に
も
丁
嬢
な
火
難
な
る
の
で
飴
接
の
努
力
払
郷
つ
た
-
の
で

め
る
｡
諌
耐
に
か
ゝ
ほ
ら
や
歩
骨
す
る
も
の
六
十
銘
､
仰
捜
印
紙
は
､

r
自
然
と
人
数
L
と
い
ふ
本
S
<組
織
の
地
班
尊
と
し
て
餌
紙
が

ある
と
い

か
こ
と
か
細
介

さ
れ
た
'

い
づ
れ
ほ
骨
且
が
蔑
ん
だ
新
到
物
･3
紹
介
私

も

す
る
や
う
に
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と
の
託
で
あ
る
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光

招
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挿
川
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遡
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数
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肌

か
卒
の
郷
桁
の
入
日
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射
手
の
路
傍
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的
柑
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肺
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栄
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勝
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朗
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四

七
二
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耐
鱒
叫雌
花
揃
船
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あ
る
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掛
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地
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潤
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が
め
る

ヘ
ク
ト
ナ
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授
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放
物
JJJ
い
つ
i1
1
め
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ヘ
ク
ト
ナ
ー
ス
タ

イ
ン
と
科

学
J=
る
1
小
川
班
士
渡
田
中
興
ii,ば
此

町野
谷
汲
河
公
開
と

敵
常
し
た
Q
桁
桜
紙

み
わ
た
る
と
教
T
で
卿
鱗
部
搭
Li
怒
る
､
太
潜
の

小
粒
に
帆
火
が
あ
っ
て
認
抑
貯
顕
餅
に
な
っ
て
ぬ
る
O
餌
遊
ん
で
胎
教

略
の
劫
に
瀦
改
代
S
粘
蹴
･:封
-
裾
･3g
潜
と
の
現
出
な
湘
鉢
が
あ
る
O
=

J
か
ら
鉢
盛
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方
祈
り

丁
醇
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=
の
花
山増
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で
､

ヘ
ク
ト
ナ
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輝
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た
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家
で
あ
る
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サ
ウ
ン
ド

貴
下
み
す
ぎ
て
軒
へ
梓
川
伸
び
に

弾

波

､

坤
の
紛
み
曲
っ
て
飽
め
は

シ
ラ
フ
ネ

上
薄
地
大
淀
湖
畔
に
で
る
､
及
砕
波
で
滋
に
分
れ
る
と
自

骨

組

滋
､
火

省
駄
峠
に
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J
机
髄
之
助
と
お
箸
が
費
磁
L
Ll伊
に
な
る
D
粉
川
立
坪

の
兜
軌
泉
で
☆
出
府
の
上
払
石
夜
襲
が
凍
っ
て
ゐ
る
0
滑
川
の
濁
触
し

た
隠
避
は
俗
に
ス
イ
ド
よ
し
と
台
っ
て
長
さ
こ
膏

十
二
尺
吊
さ
七
尺
力

芝
二
十
二
尺
幅
十

九
尺
乃
蒐
五
十
尺
船
上
下
し
､
其
天
井
か
ら
大
小
の

錯
乱
石
が
下
る
､
緒
川
に
柿
榊
状
叉
は
鮪
娘
方
解
石
が
あ
っ
て
叡
石
と

い
ほ
れ
る
｡
出
僚
挽
糸
は
石
衣
肇
が
硯
に
盛
に
沈
槻
し
て
ゐ
る
｡
そ
の

様
狐
が
多
く
麗
石

も
出
叔
て
ゐ
る
J
今
は
騎
蜘
私
止
め
た
憤
浄
丘
が
裁

つ
も
の
,
J
つ
て
ゐ
る
O
銀
色
踏
切
で

疏
億
永
楽
の
炎
が
あ
る
摘
氏
E
r十

二
盤
内
外
の
や
･,
由
-
拭
っ
た
膝
で
あ
る
O

上
高
地
は
梓
川

に
杓
ふ
た
S

字
紋
の
高
原
で
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さ
的
凝
析
十
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内

外
何
桁
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鵜
五
千
倣
即
妙
､
梓
川
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れ
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穂
高

六
打
､
笹
械
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戯
蒋
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の
迎
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に
あ
っ
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川
涼
に
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奇
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が
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立
す
る
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東
戯
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綿
の
珍
種
で
地
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新
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自
浄
私
つ
け
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ゐ
ろ
の
で
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‥
の
翁
.&
あ
る
や
高
原
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に
三

つ
の
か
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が
あ
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て
射
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れ
ろ
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叉
鎚
脊
難
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掠
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砧
の
飴
甘
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で
山
る
､
明
科
池
､
川

代
池
､
大
正
弛

三
和
各
特
色
弟
私
-
つ
て
ゐ
る
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帽
披
YJ.千
尺
の
同
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で
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本
軸
双
S
槍
桃
高

へ
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に
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れ
る
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梓
川
の
水
が
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に
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別

紙
で
あ
り
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況
盈
宿
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あ
っ
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､
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虎
の
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胸
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批
炎
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､
共
犯

流
の

た
め
に
川
氷
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榊
苑
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し
い
湖
水
と
に
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る
な
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が
日
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つ
た

｢
芳
し
完
全
な
る
天
地
の
鶴
の
調
和
か
;i
Li

い
人
は
圭
‖川
池
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梓
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+!L3
た
ま

へ
｣
と
'
こ
ゝ
の
海

山
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約
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般
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予
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先
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氏
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虻
潜
上
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1
め
る
O
し
か
し
定
慣
二
相
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十
鵬
は
土
地
の

名
と
同
様
に
ベ
ラ
か
ウ
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高
い
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三
宅

晶

に

つ

い
て

･指
に
は
餌
代
主
柵
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純
毛
か
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ゝ

L
1

淡
水
さ
れ
た
と
い
ふ
俸
故
が
あ
っ
て
'
刑
柵
と
し
て
J
Jれ
な
祭
っ
て

ゐ

ろ
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徳
川
拡
併
時
代
は
代
骨
な
し
tbJ
綿
島
と
北
ハ
に
符
帖
'
維
新
の
挺
林

に
Jの
L
lリ
､
肌
軍
刀
咋
六
月
北
山
湘
叫
治
下
に
な
り
､
四
舛
十

7
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足

柄
舷
に
路
屈
し
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九
JF
凹
月
瀞
岡
肺
に
移
管
L
十

1
坤
十

1
月
東
京
肘

に
伸
威
す
､
桝
的
和
坤
に
川
戸

長
'
鵜
川
掛
J
相
川
係
の
公
証
称
呼
1..J

公
妨
み
虚
跳
ぜ
L
が
同
十
川
坤
に
及
び
地
役
人
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名
か

一
式
引
党
人
､

拝
辞
､
浦
役
人
か
お
き
.
砧
斑
の
職
制
か
光
め

叫
抱
の
非
渉
肝
は
･iM
役

桝
､

f
相
の
郎
紡
俳
に
村
松
場
と
い
ヘ
リ
〕

山
水
本
地
の
地
役
人
ほ
祭
政

7
政
の
制
払
取

り
'
偽
の
紫
衣
壬
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氏
の

世
故
な
り
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が
､
肌
約
四
十
五
中
瀬
充
肘
の
一方
針
改
ま
り
て
地
役
人
各

軸
逝
ぜ
リ
､
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正
丸
印
十
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偽
脚
布
か
れ
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島
々
胎
の
管
杵
と
L.<り
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報

隣
の
榊
赦
鵜
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せ
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日
光
桝
な
れ.}加
仙
ぜ
ら
れ
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が
'
火
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十
五

舛
七
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:
付
則
改
非
に
よ
り
､
瀬
端
雁
大
･iP
玄
臆
三
屯
島
出
張
所
な

お
か
れ
て
今
日

に
及
ぶ
｡

湘
小児
か
ら
固
打
哩
の
太
平
押
上
に
あ
り
て
光
漁
灯
三
十
九
度
三
十
分

北
紬
三
十
川
庇
三
分
､
そ
の
形
状
糊
-
'
中
火
は
噴
火
り
た
め
爽
池
で

如
四
二
駁
南
北
二
駁
､
周
踊
七
盟
二
十
八
町
倣
､
共
火
さ
仰
五
七
島
中

の
節
三
枚
､
中
火
桃
山
は
指
紋
二
千
五
甘
二
十
尺
山
川
7
関
の
砂
俳
'

申
抱
は
静
管
た
る
森
林
､
榔
及
桑
の
名
水
に
と
む
J
土
地
秤
別
段
別
太

の
如
し
｡
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､
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(火
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咋
十
月
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1

7
二

七
九
､

米
審
甘

幣
等
放
蘇
物

丁
凹
七
'
八
九
九
凶
'
水
鐙
柴

脅
九
五

一
人
､
埜
伴
侶
柿

二
十
二
鵜
川
千
樹
で
あ
る
か
ら
水
産
就
中
JE
藻
と
併
称
の
本
場
で
あ
る

箭
鍵
林
産
辞
袋
の
中
で
､
林
産
の
噺
､
桑
は
十
二
耽
蜘
'
新
鹿
二
瓶
凪

低
か
出
す
､
壬
生
氏
と
い
ふ
名
と
地
先
氏
族
と
の
関
に
槻
係
が
あ
る
と

-
芸

七
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仰
大
利
か
ら
輸

入
さ
れ
て
ゐ

り〝,が

､
泣
叫
‖
票

芸

文

那
光
が
日

本
紐

的

少
虫
純
輸
入
rJ
れ
る
や
･つ
に
な

つ
㌔

1
九
二
六
中
米
柑

-ii
二
千
五

打
Tt
十
九
舵
七
十
抑
･.4
分
糾
甘
二
十
六
批
正
十
億
弗
り
瞭
入
む
な
し
内

大
部
分
は
伊
大
利

へ
文
排
に
れ
iI
が
=
不

か
ら
ィ基

二
字

義

封
蛇
頂

精

三
警

手

俺
弗
一心
入
れ
た
､
=
本
か
ら
の

-
叫
は
火
部
分
大
津
北
東

の
蹄
物
で
'
約
日
誉

:｡
ほ
升
耽
聖

地
川
東

で
=

れ

ほ

盛
が

少

い
o

也

の
ま
ゝ
輸
入
し
'
モ
曾

:

iiE
お
琴

l
す
る
.
仰
大
利
か
ら
十

汀

に

='=
城
ん
に
入

る
が
'
日
本
の

ほ
少
し

-
2+
い
､
火
料
で
弟
帖
で
,=
,o
l;

れ
ど
J
か
太
利
光
･-･リ
-
5
,が
多

い
Q
熱
鵬
で
日
本
人
が
北
霊

完

粋

人
し
之
TS
ロ
ー
ス
ト
し

て
虹
接
米
人
に
埋

出
し
て
･ゐ
る
が
評
列
が
よ
い

口
誉

州
は
昨
聖

ハ千
甘
卯

.S
輸
入
し
iI
に
TB,k
J
誓

光
り
輸
入
崇

露

で
あ
る
｡
5
'焼
払
除
去
す
る
か
法
み
f･:
C
相
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な
ら

ば
肺
墾

=-
望
な
抑

揚
か
開
拓
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仙
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率
叉
ほ
県
道
と
日
仏
ほ
れ
る
程
の
分
流
払
訓
･
そ
れ
代
金
仙
非
の
桝
訳
と

感
激
･J
一化還

し
L1
0
如
し
他
の

嘉

に
於
て
恢
州
側
は
搬
出

に
於
て
多

少
の
蓮

は
あ

る
rJ
､

栄
樹
の
末
だ
故
的
的
に
成
熟

こ
,J
る
=
と
･
及

び
政
治
的
に
無
鵬
な
る
‥
と
な
信
じ
て
ゐ
LI
O

E
八
七

〇

霊

茄

職
か

総
て
弛
他
称
脚
が
慧

4=
,･J
ろ
三

･

槻
恥
伸
水
の
藤
約

的

杓

椿

は

誠

に
･3

附
し
大
猟
泡
脚
の
出
現
の
前
に

他

州
の
各
柑
げ
そ
の
均
紺

碧
止
て
か

へ

る
こ
と
に
カ
,小
鑓
-
し
た
が
､

7
九
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八
中
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呼
の
米
州
.1
火
打
は
列

筋
二
雛

毒
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凹

紺
申
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火
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塊
し

て7
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分
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れ

に
㌍
舜

il
る
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野
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窮
め
L
L
l
'
し
か
し
枕
州

側
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耐
水
十
中
間
､
米
松

ほ

い
づ
れ
鶴

恥
に
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り
'
此
上
紙
洲
S
五

経
辿
和
瓦l
貼
付
げ
l
山
や
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に
･,･j
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O
米
田

に
L
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そ
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カ
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ぐ
れ

つ
て
も
樹
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中

に
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で
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廿
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計
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す
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や
'
今
埋
り
如
-
欣
曲
は
聡

い
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榊
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篤
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